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概要 
本稿では，北海道科学大学の学生の就職活動において，その支援をするための対話型システム（チャット
ボット）を，クラウド AI を利用して効率よく構築するために考案した手法について述べる．システム構築に
あたり，本学の Web サイト内のキャリアアシストサイトに掲載されている文書を利用して，クラウド AI への
入力データ（FAQ 形式）を作成しプロトタイプのシステムを作成しテストし問題点を確認した後，これを自然
言語のテキストを分散表現として学習する word2vec を用いてキーワード抽出し，それらと典型的な FAQ での
疑問文形式のテンプレートと組み合わせながら，表計算ソフト Excel の関数とその VBA プログラムによって
クラウド AI への入力学習データである FAQ 文を生成し，先の問題を軽減するシステムを制作した． 
 
1. はじめに 
近年，50 年来の AI のブレークスルーと称される
ディープラーニング(1)(2)とその実用化に象徴され
るように，人工知能の進歩は目覚ましく，機械学習
(3)と組み合わされて多くのアプリケーションが開
発されて利用されている．ここ数年はクラウド型 AI
として大手 IT 企業が，自然言語処理などの多くの
種類の人工知能サービスが提供されてきており，一
部無料のものがあるなど，一般のユーザが手軽に利
用でき，かつ時間をかけずに AI アプリと AI システ
ムが構築できるようになってきた(4)(5)(6) ． 
一方，知的対話システムが，チャット（会話）形
式での自動技術「チャットボット」として実用化さ
れてきた(7)．日常会話の感覚でできる宅配業の再配
達依頼の手続きや金融取引での顧客対応などで利
用されてきている．また，チャットボット「りんな」
(8) や，ヴァーチャル区民(9) などの仮想キャラクタ
ーへの応用もある． 
また，大学生の就職活動においても，ITの利用や
自動化，および人工知能利用が進んでいる．求人に
対する応募書類の選考業務に AI が導入されてきて
いる(10)(11)．また，AI による面接が実用化され，普
及し始めている(12)(13)(14)．就職活動支援サイトでの
AI 利用も始まっている(15)．学生の資質の変化，新
しい就職活動形態や企業の新しい採用方式，学生の
適性の多様化，学科の特性などから，従来からの就
職指導では対応できないケースも増加していると
考えられる．したがって，大学においても AI など
を利用した新しい就職活動支援システムなどを構
築利用することで対応する必要があると考えられ
る．AI を使った学生毎の修学アドバイスサービス
「学生の“自己成長支援システム”」を開始した大学
もある(16)(17)． 
本報告では，本学の学生の就職活動を支援するた
めの対話型システム（チャットボット）を，クラウ
ド AI を利用して効率的に構築するために考案した
構築手法について述べる．  
2. システムの内容 
 本学では，本学学生のための就職活動支援サイト
「キャリアシストサイト」(18)を開設している．これ
は，就職指導のポータルサイトとして機能しており，
就職活動の流れや各種手続き，企業説明会などのイ
ベントや過去の就職実績などのデータを公開して，
学内外から閲覧できるようになっている．学内専用
のシステムとしては，キャリアデザインサポートシ
ステム（CDSS）(19)があり，企業情報や年度ごとの求
人情報が公開され閲覧できるようになっている． 
今回制作するシステムは，このキャリアアシスト
サイトの情報を基にしたシステムである．自然言語
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で入力可能なチャットボトシステムであり，キャリ
アアシストサイト利用学生ためのフロントエンド
的役割を担い，チャット形式で簡潔な答えを返し，
関連するキャリアアシストサイトのページへ誘導
するリンクなども持つものである．今回構築したシ
ステムにおいては，学外へも公開されている部分を
システム化することとした． 
3. システム構築方法 
基本となるシステムは，Microsoft 社製のクラウ
ド AI である Microsoft Azure （以下で Azure と略
記）(4)を用いる．質問に対する答えを返す部分の機
能は Azure の QnA Maker(20) を使用する．これは，
FAQ（よくある質問とその回答）のデータを基にし
て，入力した質問を理解して回答してくれるもので
ある．QnA Maker に入力するデータは質問と回答が
ペアになっており，質問文の行頭は英字の「Q」，回
答の行頭は「A」を識別子として入力しておく．以下
では，学習用の入力データの中の質問文を「Q 文」
と呼び，回答文を「A 文」と呼ぶことにする．これ
らの FAQ データを入力として学習させて，チャット
ボットシステムを生成できる．このシステムを動作
すると，質問文を自然言語で入力でき，入力された
質問文と形式的に同じQ文が学習データ内に無くて
も，質問の主旨が同じ Q文に対応する適切な回答文
A 文を返してくれる．ただし，必ずしも適切な回答
とはならないため，学習データをより適切なものに
することで，回答の適切さを向上させることができ
る． 
 
図 1 就活支援用の対話型システムの動作例 
以下では，実際のシステム構築手法の手順に従っ
て，3.1 節でプロトタイプの制作，3.2 節でプロト
タイプのテスト，3.3 節で本システム生成のための
FAQ データの作成，3.4 節でシステム生成とテスト
および再学習，という流れで述べる．  
3.1 プロトタイプの制作 
まず，プロトタイプのシステムを作成する．学習デ
ータとして本学のWebサイト内の就職支援ページで
ある「キャリアアシスト」に掲載されている文章情
報を用いる．そのままのテキストデータでは，QnA 
Maker が学習できないので，フォーマットを変換す
る．いくつかのフォーマット形式が可能であるが，
ここでは「Q」「A」の接頭文字による識別形式を用い
る．キャリアアシストサイトのテキストデータを自
動的に Q&A 形式に変換することはできないので，手
作業で変換する．これは Microsoft Word (*.docx
形式)で作成する．まずは，キャリアアシストサイト
の内容を単語と文章をほぼそのまま以下の図2のよ
うな Q&A 形式データに変換した．Q&A のペアは，全
部で 188 ペアになった．Q を接頭文字とする質問の
Q 文は，特に意識せず自然言語で「〇〇は〇〇です
か？」「〇〇とは？」という形式で作成し，Aを接頭
文字とする回答の A文は，キャリアアシストサイト
の全ページの文章から抜き出して，ほぼそのまま使
用した．このデータを学習データとして QnA Maker 
に入力し学習させ，プロトタイプの対話型システム
を自動生成した． 
 
図 2 学習データ用の FAQ 文の一部（docx 形式） 
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3.2 プロトタイプのテスト 
 3.1 節で作成したシステムを動作させて，多数の
質問文を自由に入力して，その回答が的確かどうか
を確認した．その結果，以下のような問題点が確認
できたので，以下にそれぞれの対応策を併せて示す． 
① 学習データのQAの文章が丁寧な書き言葉である
と，入力文章が話し言葉のような場合，不適切な
回答になる場合がある．対応策としては，好まし
い質問の形式例を事前に提示するなどが必要で
あると考えられる． 
② 学習データ中のキーワードと同義語を使用する
と不適切な回答になる場合がある．対応策とし
て，学習データの中に同義語を盛り込む必要が
あると考えられる．例えば，「方法」に対応する
「やり方」，「流れ」に対応する「プロセス」「手
順」，「合同企業説明会」に対応する「合説」など
である． 
③ スマートフォン利用を意識したチャットボット
システムで表示するため，すなわちウィンドウ
サイズが小さいデバイスでの利用も前提とする
ため，長い回答文は好ましくない．対応策として
は，A文の数を必要最小限にし，できるだけ短く
簡潔に作る．どうしても長くなる場合や，補足説
明が必要である場合，外部参照を奨める場合は，
外部 Web ページの URL のリンクなどを組み込む
必要がある． 
④ 学生が知りたい情報が網羅されていない．例え
ば，「キャリアアシストサイトとは？」，「 〇〇
〇〇を教えてください．」，「進路を決めたら」，
「複数内定したら」，「内定したらどうする」，「会
社説明会への参加方法は？」，「学内で説明会は
ありますか？」「合説とは？」，「履歴書の値段
は？」，「就職支援サイトとは？」，「就活対策の授
業はあるのか？」などの質問に対して，適切な回
答が返らない．また，最新の就職事情に対応して
いない．例えば，「オワハラ」「お祈りメール」「雑
談面接」などの新しい用語に対応した FAQ も必
要である．対応策として，不足している情報を A
文として補い，それを回答とするような Q 文を
作成し学習データに組み込むことが考えられる． 
3.3 本システム生成のための FAQ データの作成 
3.1 と 3.2 で作成・テストしたプロトタイプのシ
ステムにおいて不十分であったことを補強するこ
とと，より一般的な事項や最新の就職事情にも対応
するように追加の学習データを用意することを考
慮して，学習データ(FAQ 形式の文章)を作成するこ
とにする．以下では，その手順に従って説明する． 
手順 1）疑問文形式テンプレート作成： 
インターネット上のWebサイトなどのFAQの事例
を参照して，疑問文の形式のテンプレートを作成す
る．具体的には，以下の図 3 のような形式である． 
 
図 3 日本語の疑問文形式テンプレートの一部 
このように Excel のワークシート形式にしておき，
後述するように就職活動関連のキーワードや事項
を問い合わせる疑問文をExcel関数で自動生成する
ために用いる． 
手順 2)就職活動に関わる重要語句リストの作成 
本学キャリアアシストサイトの記事の文章ファ
イルを入力として，Python のライブラリである
gensim(22)の言語学習ニューラルネットワークであ
る word2vec(23)(24)で文章のモデルを学習させる．
word2vec はテキスト処理を行う 2 層のニューラル
ネットワークであり，テキストコーパスを入力とし
て，コーパスにある単語の特徴ベクトルが出力され
る．この特徴ベクトルを用いて，単語間の類似度を
数値で算出することができ，それを用いてある単語
をキーワードとして，それに類似した単語を類似度
の高い順に出力することが容易にできるものであ
る． 
この word2vec で文章のモデルを学習生成する．
この際，文章中に登場する回数が n 回以下の単語
を除外するというパラ―メータを，n = 1, 3, 5 と
変えて 3つのモデルを生成しておく．これらの学習
後のモデルをそれぞれ使って，word2vec の
most_similar 命令により就職活動関連のキーワー
ドを抽出する．具体的にはまず，キーワード「就職」
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と関連性の高い語句をモデルからリストアップす
る．次に，最初のリストアップ語句と関連性の高い
語句を同様に word2vec 学習モデルからリストアッ
プする．以下同様に繰り返して関連する重要語句を
抽出してゆく． 
 
図 4 word2vec の most_similar 命令による 
連鎖検索結果例 
 図 4 のように抽出された語句の中から，就職活動
支援において重要と判断される単独の語句を選び
出す．例えば，「応募」「内定」「会社」「卒業」「進路」
「採用」「求人」「業種」「公務員」などである．さら
にこれらの語句の組み合わせを考えて，就職活動に
関わる質問文に登場する可能性の高いと判断され
る語句の組み合わせを選び出すために Microsoft 
Excel を用いて表形式の縦軸と横軸に展開し，その
TEXTJOIN 関数を用いて語句の組を自動生成した．そ
の結果を図 5に示す． 
 
図 5 Excel による語句の組の生成例 
これらの組み合わせ中から，重要であると判断さ
れた組み合わせ，例えば (「応募」，「書類」)，(「会
社」，「説明」) ，(「採用」，「内定」)などを選び出
す． 
 次に，手順 1で作成した図 3の疑問文形式テンプ
レートをExcelシートの縦方向の項目として展開し，
手順 2で作成した重要な語句，および重要な語句の
組をそのシートの横方向の項目として展開し，その
Excel の TEXTJOIN 関数を用いて FAQ の質問文の原
型を自動生成した．その結果を図 6に示す．  
 
図 6 Excel による質問文（Q文）の生成例 
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これらの中から，適切で重要と考えられるものを
FAQ の Q 文の原型として選び出す．日本語の表現と
して不適当であったり，あるいは文法的に誤りがあ
ったりする場合は，適宜手作業で整形し質問文とし
て適切な正しい日本語の文章に修正する． 
手順 3）英文での質問文の典型的な形式である 5W3H
を考慮した質問を生成する．具体的には，Microsoft 
Excel において，縦方向に質問のキーワードを配置
し，横方向には質問の基本要素である 5W3H
（What/When/Where/Who/Why/How/How long/How 
 much）を項目として配置する．表の各要素として組
み合わせから生成した質問文をExcelの VBAマクロ
プログラムで自動生成し，対応する回答文を手入力
した（図 7，図 8）．  
 
図 7 Excel による 5W3H 疑問文原型の生成例 
回答文は，質問文に対応する答えであることが明
確に伝わるように，質問文のキーワードに関わる部
分を繰り返すようにしている．Q 文に対して A 文を
作成する．A 文は，既存の文章を流用したり，手入
力で作成したりする ． 
最後に，就職活動における新しい単語や同義語を
盛り込む．例えば，「合同企業説明会」という単語は，
「合説（ごうせつ）」という短縮形で使用されること
もある．本学の就職支援サイトの「キャリアアシス
トサイト」に掲載されている文章には，この「合説」
という単語が使用されていないことから，入力デー
タとして「合説」を盛り込む必要がある．具体的に
は，同義語を「合同企業説明会（合説）」のような形
で同じ Q文に組み込む． 
手順 4）手順 2 から手順 3と同様の工程を，インタ
ーネット百科事典 Wikipedia の就職カテゴリー(21)
に掲載されている用語についても実行した．例えば，
「お祈りメール」「オワハラ」「社会人基礎力」など，
本学のキャリアアシストサイトには掲載されてい
ない用語も多数含まれている．これらの用語のリン
ク先の各ページの記事をそれぞれダウンロードし，
一つのファイルとして結合し，手順 2から手順 3と
同様の工程で処理する．  
 
図 8 5W3H 疑問文原型による Q文と A文の自動生成の例 
39
 -6- 
3.4 システム生成とテストおよび再学習 
3.3 節までで生成した FAQ 文のデータを学習デー
タとして QnA Maker に学習させる．十分な学習デー
タを用意できても，的確でない回答を返すが場合が
ある．そのような場合をテストによって明らかにし，
その都度適切な回答をするようにシステムを再学
習させる．図 9で示すように，左側の吹き出しの候
補の中から，的確な回答を選択し選んで指示する．
これにより適切な回答をシステムに教えたことに
なる．これである特定の質問に対して再学習させた
ことになる．図 9では，的確な回答である内定辞退
の手順についての回答を指示している． 
 
図 9 再学習が必要な例 
4. まとめ 
本報告では，大学 4年生の就職活動を支援するた
めの対話型システムを，クラウド AI である
Microsoft Azure の QnA Maker を用いて構築する際
に，word2vec，Excel 関数，および VBA プログラム
を組み合わせた効率的な手法について説明した．し
かしながら，実際に就職活動中の学生に使用させて
検証を行っていないため，できるだけ多くの学生に
使用してもらい評価をし，適切な回答をしない質問
文を収集して，再学習や学習データの FAQ データの
補強をする必要があると考えられる． 
 今後の課題としては，キャリア・カウンセラーの
知識やノウハウを知識として追加し，再学習させる
こと，あるいは内定をもらいにくい学生タイプ毎に
異なる模擬面接を実施できる対話型の面接練習（個
人と集団）システムの構築，大学としてのキャリア
支援プログラムとの連携，なじみやすいインターフ
ェースやアバターなどの導入などが考えられる．ま
た，今回は Microsoft Azure の QnA Maker を使用
したが，Azure の中の他の機能との連携によるシス
テム拡張，あるいは他社のクラウド AI（例えば IBM 
Watson や Amazon AWS など）を用いたシステム構築
と性能比較が考えられる． 
 就職活動支援をはじめとして，大学での様々な学
生サービスをチャットボット化し，如何にうまく活
用していくかを検討することが重要となってきて
いると考えられる．学内向けだけではなく，大学の
入試広報などの学外向けのサービスや，大学の業務
や授業支援の AI 化は，チャットボット以外の他の
AI 技術の進展に伴って，実現していかなれればなら
ない課題であるとも考えられる． 
 今後は，AI面接官のようなシステムを教育目的で
制作することや，面接指導のための AI 模擬面接シ
ステムなどの構築が意義あるものと考えられる．さ
らに，感情面でのケアができるようなメンタルサポ
ートができる相談機能を加えていくことも有益で
あると考えられる． 
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